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十
月
七
日
、
第
二
十
一回
臓
器

移
植
推
進
街
一頭一キ
ャ
ン
ぺ
ー
ンが

全
国
一斉
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

北
九
州
地
区
で
は
、
小
倉
東
映
会

館

前

-

黒

崎

藤

田

銀

天

街

前

で

行

な
わ
れ
ま
し
た
。 当
日
は
、
臓
器

提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
と
共
に
移

植
に対
す
る
説
明
書
及
び
花
の種

が
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
十
三
時
か
ら
の開
会
式
で
、
北

九
州
市
腎
友
4五
頭
博
美
真
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「現
在
、
日
本
の
透
析
人
口
は

二
十
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。 ァ

メ
リ
カ
は
二
億
の
人
口
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
透
析
人
口
は
一

万
人
で
日本
のー
分
の
一に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。 イ
ギ
リ
ス
で
も
、

透
析
患
者
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

移
植
:を
受
け
て
い
ま
す
。 他
の
諸

外
国
で
も
、
透
析
医
療
は
整
ま

で
の
繁
ぎ
で
す
。

日
本
で
は
、
来
年
に
も
医
療
費

が
破
:綻
す
る
と
い
わ
れ
て
いま
す
。 
ン
ぺ
ー
ン
に

難
病
連
か
ら
、

「肝
臓
病
友

の
会
」
・「
筋

支
部
長
は
、1

今
日
の
キ
ャ
一 

銀

行

な

ど

民
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間
企
業
、
コ
、'戦

ン
ビ
ニ
な
ど
 ''.'. 

に
ド
ナ
ー
カ
I

ド
の
設
置
を

お
願
い
し
た

こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
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岡
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発 行 者
通院介護セン夕 - 
さ わ や か

常
こ
の
様
な
状
況
を
基

す
る
た
め

に
は
整
の
数
を
増
や
す
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。 そ
の
為
に
、
今
日
は

そ
の
臓
器
振
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
配
布
す
る
の
で
す
。」
と
キ
ャ

ン
ぺ
ー
ン
の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
北
九
州
市
藤
提

局
障
害
福
祉
課
、
半
田
昭
子
主
査

か
ら
来
賓
の
養
を
う
け
ま
し
た
。 

半
田
主
査
は
、
北
九
州
市
で
も
、

北
九
州
要

n、
各
区
役
所
、
学
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、
病
院
、 
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無
力
症
友
の
会
」 ・
「心
臓
病
の

子
供
を
守
る
会
」
の
三
団
体
が
参

加
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。 参
加
人
数
は
先
州
全
体
で

二
百
名
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
患
者
自
身
、
そ
の

家
族
、
行
政
、
医
療
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
々
が
参流
さ
れ
ま
し
た
。 

街
頭
キ
ャ
ン
ぺ
I
ン
に
、
さ
わ
や

か
五
周
年
記
念
の
V
T
R
撮
影
の

た
め
、 F
V
S
の
ス
夕
ッフ
も
参

加
し
ま
し
た
。

第
二
十
 - 回
街
頭
キ
ャ
ン
ぺ
I
 

ンは、
一万
二善
のドナーカー 

ド
を
配
布
し
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
十
四
時
に
終
了
し
ま
し
た
。 

9月 9 日、菊の節句でもある日曜日に小倉北中央
公民館にて、北九州市腎友会総会が行われました。
液済会の立石会長 ・岸本医院の笠野会長始め、
五腎友会と難病連の代表が出席されました。 はじ
めに北九州市腎友会の江頭会長と、福腎協の毛利
会長よりあいさつがありました。
ひきつづき各事業所 (通院介護セン夕 - 「さわ
やか」 ・喫茶「やすらぎ」 「いきいき北九州」) 
の総会が行われ、経過報告、事業計画等、各事業
所とも承認、承諾を得ました
「さわやか」からは、各腎友会のご協力でここ
までやってきましたが、まだまだ大半を健常者の
ボランティアさんに
頼っています。 会員
でボランティアので 

きる方に参加してい
ただくようお願いし、
総会を終了しました。 li,

最
近
、
大
型
嘉
と
か
デ
パ
ー 

ト
で
、
人
ご
み
の中
を
走
り
回
っ

た
り
、
買
わ
な
い
の
に
展
示
さ
れ

て
い
る
商
品
を
手
に
取
り
中
身
を

っぶ
し
た
り
し
て
い
る
表
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
子
供
の
近
く
に
は
若

い
お
母
さ
ん
や
お
ば
ぁ
ー
ち
ゃ
ん

が
付
き
添
って
お
り
、
子
供
の
行

つ
ボランティア

佐 藤 俊 康

動
が
人
に・迷
惑
を
か
け
て
い
る
の

を
分
か
っ
て
い
て
も
叱
る
こ
と
な

く
黙
っ
て
見
て
い
る
親
や
笑
い
な

が
ら
「だ
め
よ
」
と
言
う
だ
け
の

親
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り

ま
せ
ん
。
中
に
は
他
人
が
注
意
す

る
と
、
「お
お
怖
い
、
お
じ
ち
ゃ

ん
が
怒
る
か
ら
、
し
て
は
駄
目
よ
」

と
言
っ
て注
意
し
た
人
を
睨
み
っ

け
、
子
供
の
手
を
引
い
て
さ
っさ

と
行
く
親
も
い
ま
す
。

約
四
十
年
前
、
生

だ
った

私
は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
人

と
し
て
し
て
は
い
け
な
い事
な
ど

を
す
る
と
、
親
か
ら
目
が
飛
び
出

る
ほ
ど
殴
ら
れ
た
り
、
親
に
付
き

添
わ
れ
て
迷
惑
を
か
け
た
相
手
の

と
こ
ろ
ま
で
謝
り
に
行
った
り
し

た
経
験
が
あ
り
、現
要
え
る
と
、

こ
の
こ
と
が
人
に
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
と
い
う
裝
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
町
内
に
は
、
悪

い
こ
と
を
す
れ
ば
他
人
の
子
供
で

も
自
分
の
子
と
同
じ
よ
う
に
叱
っ

て
く
れ
る
人
が
い
て
、
「か
み
な

り
お
や
じ
」
と
呼
ん
で
い
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

読
者
の
皆
様
の
中
に
は
、
生
子

校
に
入
る
前
く
ら
い
の
子
供
さ
ん

と
一緒
に
生
活
を
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
や
親
御
さ
ん
が
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
の
子
供
や
孫

に
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

と
い
う
裝
が
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
自
問
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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はまゆう会 王子病院
院長 田中 孝夫先生

四回目になりました病院紹介は、八幡西区にある、はまゆう
会王子病院です。 バス停や商店街が近くにあるわりには静かな
所です。 玄関両脇に病院の名前にもある浜木綿 (はまゆう) の
植え込みがありました。 玄関を入りますと待合室と言うよりロ
ビーのような雰囲気で、膝や腰の悪い患者さんの事を考え、椅
子にも工夫されていました。 まず、王子病院医療ソーシャルヮー 
カーの坂倉さんより院内を案内、説明をしていただきました。 

患者数243人、日曜日を除いて、朝の透析と夜間の透析が毎
日できます。 透析室は 2 階 ・4 階が8人~10人の透析室が 5 室
ずつあります。 4 階には明るいフロアーのオープン型の透析室
になっていました。 べッドは半数がリクライニングの椅子型で
気楽な透析という感じを受けました。 また自立の為のリハビリ
にも力を入れられ、リハビリテーションクリニックを近くに開
院されました。 こちらの病院は次号にてご紹介の予定です。
院長の田中先生もお忙しい中、時間を割いて下さり、透析医
療を目指された事、患者さんが 如゙何にすれば社会生活ができ
るか″を情熱的にお話ししてくださいました。 詳しくは「はま
ゆう会王子病院二十周年記念集」から引用させていただきまし
た。 また案内をしてくださった坂倉ソ ーシャルヮーカー ご本人
も病気の苦しさを知っている方で、患者さんに対する思いやり、
きびしさ、心遣いが言葉の端々に感じられ、これほど患者の自
立に力を入れている病院の対応にも逆に力づけられました。 

はまゆう二十周年記念集より

私と透析医療 院長 田中孝夫
私が透析医療と本格的な関わりを持つようになったのは、九
大から産業医大へ赴任した昭和54年でした。 丁度、麻酔科へ入
局して10年目で、心肺蘇生法も含め呼吸 。 循環の管理にもそれ
なりの自信を持てるようになり、この他の領域での知識や技術
を広げたいと願っていた矢先で、腎不全の治療には不可欠な透
析療法にも自然と関心を持つよ.うになっていました。
幸い、当時、市丸現理事長が八幡西区筒井町で黒崎クリニッ
クを開設されており、毎週水曜日に年金病院へ麻酔の出張に行っ
た帰りに、少しずつですが透析の勉強をさせてもらうようにな
りました。 ・. 
最初は、急性期医療の典型のような麻酔にどっぶり浸ってい
ましたので、極めて慢性的な透析療法には正直とまどいを感じ

プ口フィ - ル

田中孝夫院長

昭和20年生まれ 佐賀県出身

昭和45年 九州大学医学部卒業
同年 麻酔科入局
昭和52年 医学博士
同年 宮崎医科大学講師
昭和55年 産業医科大学助教授
平成5年8月
医療法人財団はまゆう会
王子病院院長。 現在に至る。 

ていました。 しかし、当時は、まさか自分が将来透析医療に従
事するなど夢にも思っていなかった訳で、純粋に勉強の幅を広
げたいという位の気持ちでした。
その後、時が移り、昭和63年4 月からは当院へ勤務するょう
になりました。 そして、次第に患者さんとも。電lll染みになり、ょ
り多くの方々 とも関わりを持つようになりますと透析医療の難
しさも少しずつ感じられるようになりました。
まず第一に、透析医療が極めて長期的な療法であることです。 
移植手術でうまく透析を離脱できない限り、生涯この治療を続
けていく必要がある訳です。 そして長期になればなる程、透析
療法以外の面でも関わりが生ずるようになってきました。 勿論、
こうした長い付き合いの中から、いろんなことを勉強させても
らったりもする訳ですが、全治退院といった場面を体験するこ
とが少ないのは、やはり医療者としては寂しい気もします。
次に、透析医療は全身的医療である点です。 長期の透析とも
なれば、骨・内分泌系・宣血・血圧・かゆみ・痛みなど、体のいろ
んな場所にいろんな症状も現れてきます。 さらに患者さんの高
齢化に伴い、いわゆる老人性疾患の合併も多くなってきます。
私どもも、他領域の専門の先生がたの協力を得て、日頃ょり
それなりに頑張ってはいるつもりですが、今後共さらなる努力
が要求されるでしょう。  
最後は、透析療法が長期的なものであるが故に、ご家族の皆
様のご協力がぜひ必要な点です。
前述のごとく患者さんの高齢化が進むにつれ、自己通院もで
きにくくなるケースも増えています。 ご本人は元より、ご家族
にとっても大変なことではありますが、ぜひ乗り越えていって
欲しいと願っています。 
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ソーシャルワ一力一の坂倉さん (前列一番右) の一言
「コメントなんてとんでもない。 がんばっている患者さんから
教えられる事の方が多いです」とのお話でした。 


